














要約:ターミナルケアにおける、看護婦の役割認識と自己の実践に対する認知の実態調査

を行った。その結果、看護婦の役割認識は非常に高い。自己の実践については、患児の生

活上の基本的援助は実施できているが、積極的アプローチの必要な精神的援助については、

実施できていないと考える人が半数以上である。患児と死について話しているのは、わず

か 2.2%である。ほとんどの人が、患児の死後の親のフォローを行っていない。患児より

も、親への援助ができていると考えている人が多い。実践において、確実に実施している

と考える看護婦は少ない。


